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シャボンの語源

石　綿　敏　雄

1　シャボンの語源諸説

　シャボン（石鹸）の語源は大日本国語辞典によると，外来語であってポルト

ガル語Sabaoスペイン語Jabonフランス語Savonが二本語にはいったも

のとされている。大欝海でも同様である。このうちフランス語から来たもので

あるとする説は村一ヒ薩次郎，前田太郎，新村出雲1などの諸氏によって否定さ

れた。シャボンの語は爲仏両国が接触する以前に既に臼本にはいっていたので

ある。

　村上直次郎氏は日本外来語辞典において，ポルトガル語スペイン語の両方を

あげておられる。このようにこの両語を共にあげる説もあるが，多くはスペイ

ン語ポルトガル語のいずれか一方から来たとするようである。

　ポルトガル語源であるとする人にはまず前田太郎氏がある。氏は「外来語の

研究」に．おいてシャボンの語源にフランス語，フランス・スペイン両諮，ポル

トガル語の三説があるとし，フランス語説を否定した後次のように這われてい

る。

　　西班牙語源説の生ずるに盃つた理由は，自分の端摩する所では，唯だ漫然と西語

　jabonの形武にのみ蒋倒した為めではなからうか。けれども今国語シャボソサボソを
　　　　　　　　　　　　　イニシャル
　罎した乎本としては，その語頭字Jよりも，葡語sabEoのSの：方が，より大なるプロ

　パビジティを持って腰るのみならずbaoの如きaにヂェークチヅク・サインを施し

　てある場合は，これに発音符を与へるとbown（g）となることは，捨かもpEoが

　pown（g）となると問一轍であると云ってよい。故に音韻上から解釈を試みると，寧

　ろ葡萄牙語と定めた方が適切である。その上、馬来語sabun注2も葡萄牙語から嵐た

　ものである事などを参考にすると，愈々葡萄牙語源説の確実なることを認め得るので

　ある。自分は如上の意昧で，村上氏の所説に左趨するのである。（140ページ）

　外来語研究の諸家セこはポルトガル説が多い。新村出，荒川惣兵衛，楳壇実，霊

久篤太郎などの諸氏はそれぞれの著書でポルトガル語として取扱われている。
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注3荒州氏の外来語辞典でもポルトガル語が直接の原語であるとされている。

　国語学の概説書類でもポルトガル語魏が多い。小倉進平，金田一京助，小林

好日，岩淵悦太郎，平山輝男，松村明などの諸氏もそのように取扱われている

ようである。注4辞書類でも最近の明解国語辞典，辞海，広辞苑，新版：広辞林

などいずれもポルトガル語としている。このようにポル5ガル語とする説はき

わめて多い。

　これに対してスペイン語であるとする説は多くない。辞典類では新訂版広辞

林（昭和9年），辞苑などである。前述のように村上覆次郎氏は旨本外来語辞典

ではポルトガル語を先にして両方をあげておられるが，その後に次のように補

足されている。

　　石鹸ハ早クヨリ正倉院御物中ニアリ．慶長十七年の目録ニモ「シヤボソ」ノ語見回

　タV．叉曲亭馬琴ノ夢想兵衛胡蝶物語，後編，巻之二，煩悩郷二「人生レテ薔二進ハ

　少ク，悪二進ムモノノ多キヲ諭ソニハ童子が竹ノ管モテ吹ク，シヤボソトイフモノコ

　レ＝近シ」トアリ．故二是迄行ハレタル仏三酉語望リ出デタリトスル説ハ採ルコト能

　ハズ．印度及南方諸島ニチハ「サバソ」ト称ブル所アレドモ，多クハ「サボソ」ト称フ．

　但シ何レモ葡語「サパソ」ヨリ出デタリトナスベキカ．我邦ニチハ「サバソ」ノ形式

　ヲ見ズ．「シヤボソ」ノ称アルハ西語望リ出デタルニアラズヤト思ハルル所以ナリ．蓋

　シ西語ニチハ，古ク1ノ代りニxヲ用ヰタルコト多ケレノミJabonモXabonトシタル

　ナルベク，従テ当時多ク西班牙ニテ製造セラレタル石鹸が我邦二輸入セラレ，二三ノ

　例ニヨジテ「シヤボソ」ト称ヘラレタルモノナルベキコトハ，最モ自然ナレバナリ．

　このように村上氏はスペイン語ではないかと疑っておられるがやはり最後に

そのとなえ方はポルトガル語であるといわれている。これは岡田章雄氏がラシ

ャはもとスペイン語であるがポルトガル貿易によって日本へもたらされたとい

われる注5のと似た考え方であろうか。」がxと書かれたであろうといわれて

いるのは卓見であるが，その発音に託しては言及されなかった。

　江工務氏は「江戸時代風俗史」ではフランス語であるといわれていたが，

注6「風俗辞典」では「日本へは16世紀にヨー一　Pッパ人によってもたらされ，イ

スパニア語「シャボン」がそのまま日本語になった」といわれている。ただし

語源に関する説明は以上のものだけであってくわしい説明はないようである。

　ここで注意すべきはシャボンには江戸時代に「サボン」という形式があった

ことである。シャボンの語源を考えるとき，サボンも共に考えなければならな
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い。

2　古文献の用例

　サボン・シャボンの両語形は古文献にどのように現われているか。サボンは

荒川氏の外来語辞典によれば曾遊1708年目増補華夷通商閃耀，1807の環海異

聞，三園漫抄，1853の通航一覧に引かれた崎陽日録エ853の守東漫稿，高野長

英の客中安簸，1867の橘沢諭吉の西洋旅案内に現われている。根竹川梅「古川

柳辞典llセこはサボン売の語があり，用例があるが1例のみである。

　シャボンは！763の物類品騰，1777の和訓栞，1799の蘭説弁惑，1837の高野長

英の避疫要法，注7洛陽集馬琴の夢想兵衛煩悩郷に出ている。大曲駒村「川梛大

辞典」のしゃぼん，しゃぼん売，しゃぼん玉の項セこ嫡総計8例ほどの江戸時代

の川柳に現われた例が引かれている○根岸川柳「古川榔辞典」にも例がでてお

り大曲駒村氏のと重なるものであるが，その出典は柳多留拾遺，川傍柳1と明

　　　　　　　　　　　　　ぐにんをとこみつエかりがね
記している。また酒落本の「愚人漢居続借金」（天明三）の例を回している。ま

た大喬漁こは嬉遊笑覧の例があがっている。

　上は辞典類によったものであるが，江戸時代の文学では，比較的古いものと

して外に例を求めると，

　ちらし薬や風のくれ竹　　　　　　　　　七言

　しゃほんふく夕のひかりゆく螢　　　　　　二三（大坂檀林桜千句）

　洗濯　川辺灰汁　しゃぼん　　　　　　　（毛脚草　三付合）

のような例があるQ

　南蛮貿易時代のものとしては，筑前神谷文謙こ博多の宗湛から石田三成ヘシ

ャボソを贈ったのに対する三成の礼状に「為鳳見舞＿書状聴しやほん猫被レ贈

候……」とあり，後学中に地震に関する記事があることから蔦96年のものと考

えられている。注8そのほかに家康の遺物目録たる駿府御呼物郷道具帳の中に

もあり，注9また村上氏が指摘されたように慶長17年の冒録にもあるという。

すなわち16世紀のごく末，17世紀初めの例とみてよかろう。

　このような例をみると，サボンの例も多いがシャボンの例もまたすくなくな

いのであって，川柳辞典セこはシャボンの例が多く引かれており，江戸前期の文
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学でもシャボンの方が多く，野蛮時代のものではシャボンの方が優勢である。

それゆえシャボンがサボソからなまったものと考えるのは自然でないように思

われる。またこれらの用例の古さと，臼ポ，日西関係から考えて，フラγス語

でないと断定したのと岡じ根拠からは，ポルトガル籍でないとも，スペイン語

でないとも，断定することはでぎないであろう。

3　原語の発音

　外来語の語源を考える時，原語の発音について考える必要がある。そこでポ

ルトガル語sab恥うスペイン語・jab6nの発音はどうかというと，前者は〔s－

a樋u〕であるが後表は〔xabon〕であって（アクセントは両者共第二音節），

この点からみるとポルトガル語の方が近いように見える。スペイン語の語頭子

音はB本語にない音であるが，ドソ・キホーテ，ドソ・ホセ，ドン・フアンのよ

うに人名などでは大体ハ行で書かれるし，この音はドイツ語のでもバッハ，コ

ッホラロシや語のでもフルシチeフ，ハバロフスク，　（広辞苑によればロシヤ

語の）アストラカンとなるように，多くハ行に書かれ，また力行に書かれるこ

ともあるが，サ行系統になることはまずない。

　但しこれは現代の発音であり，往時のはこれと同じではなかったのであって

イベリア両三語における発音の歴史を考えてみなければならない。さてsabio

もjab6nもフランス語のsavonと同源の語であって，いずれもラテン語の

sapoから出たのであるが，ワルトブルクのいうように名門形でなく対格形

saponemから出たものらしい。注10その語尾mの消失と，イベリアの母音間の

p等の有声化は非常に古いものであった。

　ポルトガル語においては中世より母音十n等の鼻母音化が著しく，語尾一AN

E，一ANUなどは一飾となったが，15世紀には一〇NEから来たものも一乞。に

合流したらしい。激1従ってポルトガル語では，当時のと現代のとで，発蒋に

．ほぼ差異がなかったものと考えられる。s一はそり舌音でカモーソィスの時代

には一S一と発音が少し違っていたらしいが，そのS一，一S一はXとは混同される

ことなくり明かに区別されていたQわずかにモサラベや北方の方言において混

洞される傾向があったが，それはもちろん特殊な発音とみてよいのである。注12
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　これに1対してスペイン語では特に頭音に著しい変化があった。まずアラビア

人の侵入によって生れたモリスコの発音の影響を受けて，　sがきに変り，遍

例xabonと書かれた。洗13更にこの蒋はいわゆる黄金時代にZに変った。そ

してそれが現代に及んでいるのである。

　ところでH本にスペイン人が来たころのはハボンかシャボンか，き→Zの変

化はいつ行われたか。これについては古い」，gも関係してくる。　j，　gは齋く

d2の音で英語の」，イタリプ語のgiに近いものであったが，最初母音間で，

後をこは亀の場禽にも乞となりポルトガル語の1と岡様の膏になった。その対

応無声音はXで9の音，英語のsh，イタリア語のsciであった。さて5，　gは

次第に無声化してxと三岡されるようになった。滋4そして発音部位が後退し

て今日のZと同様になったのであり，これは三酉洋の両側においてそうであ

った。注1516世紀後半，17世紀前半はまさに9一・Zの過渡期であった。

　xとjの混岡については，ブルシエはカステE一リャ・ラ・ビエハでは16世

紀の終ごろであったが，トレードでは1640ごろまでこれを区：別していたといい

注16アマド・アロンソはs－ss，　z－g，」一xのcorrelacionesは16世紀中に

クミわ†しXとj々象同一セこなったとし・う。tw17

　xの新しい音については，ブルシエは1560まではすべての文法家はスペイン

語のxをフランス語のchに比較しこの間に特別の区別があるとは認められな

いといっており，軟口蓋摩擦音になったのはその後であるという。温8R・メ

ネンデス・ビダルは，新音は古く16世紀の初めに文証されるが，無声軟口蓋音

が優勢になったのは17世紀の初めであるとし，注19ラファエル・ラペサは新し

い発音は16世紀の終以来文証されるが，しかし硬口蓋音と入れ替りながらであ

り，ある期間の問は硬口蓋音の方が優勢（preponderante）であった。だか．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キシヨット
ら1605年に慰かれたQuixote（ドソ）キホーテがフランス語ではQuichotte，

　　　　　　　　かシヨツテ
ィタリア語ではCh圭sciotteとなってはいっているといい，17世紀の殻初の3

分の1ほどが終るころZが課され1659年には王宮セご用いられて，硬口蓋のき

の古い音は非カスティーリャ語に追：放されたといっている。注20

　ラファエル・ラペサの論証にはフランス語イタリア語に与えた語の例が用い、

られているが，これらの需語にはZの音がないので，その点スペイン語自身
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の音を定めるに，なお問題があろうと思われる。しかしながらZペイン語自身

の音がいかなる音にせよ，その時期のその音が外国語にどのような音としては

いっていったかを考えようとするとき，この例はきわめて興味深いものとして

考えられる。

　諸家の一般的な見解は以上のようであるが，日本に来，または接したスペイ

γ人の記録などには次のような資料が見られる。注21セパスチアソ・ビスカイ

ーノの金銀島探険報告にはisla　llamada　Ujimaとあるが，大島のことだと

するとシがjiと書かれたことになる。また慶長17年の秀忠からノビスパンや

王へ送った書簡の冒頭，日本国征夷将軍の訳（フライ・ソテロなどによる）が

Nipon－gocu　Xey∫ongunとなっており，征将の頭字がx，1になっている。

1616年イスパニア国王から研達政宗へ送った書簡では奥州がBojuとなりま

た支倉六右衛門がFaxecuraと書かれ，フライ・ソテロの書簡評論では伏見

がFugimeと書かれ，！605年に家康からフィリピン諸島長官へあてた書簡で

も「我邦は神国と称し」の神国がXincocoと書かれている。また1592年の比

島長官ペレス・ゴメス・ダス・マリニヤスから秀吉へ出した手紙ではスペイン

の地名Jaenが中国音で沙寅と書かれている。Ct22これらはいずれもx，」，　gな

どの問題の字が蓉などの音であったことを示していると考えることができよ

う。

　このように9らしいものはかなり多いのであるが，一方古い音でない，また

は新しい音かと考えられるものもないわけではない。それは慶長17年にルソン

の長官ドン・フアン・シルバが家康側近の後藤庄三郎にあてた手紙に「日本国

大貯赦多輔甲毛羅」とあるもので，村上直次郎氏は「敷多は後藤なり，輔甲毛

羅は庄三郎なり。ポルトガル風にJogabroと書きしをイスパニア語の発音に

依りてホカブロと読み，其音を漢字にて表現せしが故に此誤を生ぜしなり」と

注されている。注23これは確かにjo力驚と発音されていないものであろう。但

し村上氏の注にポルトガル風にjoと書かれたとあるのには疑問があるので，

ポル5ガル語では1は昔から変らず有声であってジョとなるはずのものである

から，これはポルトガル風だと見ない方がよいのではなかろうか。この人名は

「本光国師貨記jに「後藤しやう三郎」とも見え，「駿府記」に「後藤少三郎」
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ともあるのであり，前掲の種々の例からみてこの場合にもjo→ホと岡三に，

ショウ→joという過程があったものとみてよいのではあるまいか。

　また1592年比島長官から秀吉への手紙にイェルサレムが灰呂二三となってお

り，これも古い音ではないとみられる。注2兜のように新しい音は中国音を介し

たものには現われることがあるが，そこ1（，は中国音自体のこともあり，また外

国音の移し換えのときの移動もあって問題が二重になっている。注25

　以上のようにX類の音がまだZになっていない例が多いことから，江馬丁が

「そのまま日本語になった」ということぽで示されたように，スペイン語の

xabonが当時の臼本人にシャボンと聞える音であった旧弊は大きいと考えて

よかろう。

4　外来語としての音変化と語形

　当時のポルトガル語スペイン語の発音が以上の通りであるが，次に考えるべ

きはそれらの外国音の日本藷にはいるときの変り方である。臼ホ語にない外国

語音は日本語にはいるとき日本語化するわけであるが，その場合なんらかの習

慣のあることがある。音の実体が彼我両者とも推定されている過去の言語どう

しのそれについては特にこの点からの検討は重視されよう。

　シャボンがポルトガル語であるとすると，その語尾は一Eoであるが，一Soの

語尾をもっているものでポルトガル語から碍本語に入ったものをみると，カピ

タンりカルサン，ジバン，パン，ボタン，サントメ，オルガン，イシキリバン

があり，宗教関係のものとしては，イルエL／，キリシ■∠，コソヒ立∠，＝ソ

チリサソ，アチリサン，テンタサソ，レズレイサン，レデンサンなどがある。

ここで注意すべきは鋤がすべてア段＋ソになっていることであってシャボン

のようにオ段の音に写されたものは一つもない。サフランなどポルトガル語説

とオランダ附説とあるが，仮りにポルトガル語に加えても同様である。乞0は

一般鰍こは日本人にアソとして受け入れられたものであろう。従ってもしポル

トガル語から日本謙こはいったとするならばこの語はその点できわめて例外的

な取扱を受けたことを認めなければならない。シャボンをポルトガル語とする

には，この辺が難点となろう。他の例をあげておられないが，村上直次郎氏が
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「我邦ニハサバンノ形式ヲ見ズ．シヤボソノ称アルハ西語uリ出デタルニアラ

ズヤト思ハルル所以ナ判といわれているのは，このことに関連するものであ

ろう。但し，このような習慣にも例外がないとはいえないわけであるから，シ

ャボン，サボンがまさにその唯一の例外であったと主張することもできなくは

ない。従ってこの点から直ちにポルトガル語でないと断定することもまたでき

ないと思われる。

　このことに関してはまた次のような仮定も立てられる。それは一ANEに恕

して60となった他の系統のものは名詞などでは単数形のものであったので．

複数形の方は昔のが継承された。それゆえ単数語尾一あの複数形は一様ではな

く，いろいろの形式のものがある。たとえばキリシタン，イルマソ，オルガン

などは一Sを付加して葦OS　2　kるだけであるが，カピタン，イシキリバソ，

パンなどは一iosでなく運esとなり，その他のものは一6esと変るのであっ

て，最後のものが最も多い。sa臓。もその中に含まれるから，その複数形は

サボンイスとなるので，注26そうするとサボンに似てくるわけであり，複数の

形がはいったとも考えられるが，その他のものがすべて単数形アンではいっ

ているので，やはり例外である。もっとも，複数形のはいった語は外にある。

メリヤス，コソタス，ヒljヨウズがそうで，コソペイトウもそれかと疑われる。

ところでそれらでははっきりと語尾のsがみられるが，サボンはそうではなく

複数形鼠講の母音だけを残して一Sを捨てたことになる。倶しコンペイトウは

語尾一Sの落ちた可能性がある。コソペイトウは明らかにポルトガル語である

が，費吾源として単数形を点す人と複数形をあげる人とある。複数になっても語

尾に一sが付くだけであるが，これはポルトガル文中複数形で用いることが多

いようであるから，複数形を泳すべきかも知れない。もしそうなら一sが失わ

れたわけであり，シャボン。サボンが複数形ではいったと仮定したときのその

点での類例となる。

　ここで，メリヤスなどが複数形であることには，それぞれ理由があるようで

ある。メリヤスが復数形なのは，それがポルトガル語であるとしてもスペイン

語であるとしても，もとの意味は靴下であり，靴下は両足にはくものである。

コンタスは明らかにポルトガル語（あるいは非カスティーリャ謡）であるが．
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単数形trk　T「ザリオの，つながれた玉の一つ一一つをいうので，全体としては複数

で旧い表わすものである。ヒリョウズもスペイン語では常に複数形が用いられ

ポル5ガル語でも一sの形が用いられることが多いところがら来たものであろ

う。これらの複数形のあとをはっきりととどめている藷には，複数であること

にそれぞれ理由があるようであるが，シャボンにはそれほどの理由があるかど

うか疑問である。それゆえ，複数形がはいったと考えるのにも問題がある。

　次に語尾から語頭に口を転じよう。語頭のsaは，他に例を求めると，サン

トメ・立ラサ，二生ヤ，立ノレゼ，芝ソトス。Ltンタマリヤ，コヒカラメソト，：竺ニキ

リヒシヨ，サセルダウテなどのようにサとなっており，サボソはこの点都合が

よい。がシャボンは例外であって，sa一はサになるのが普通であり，サとシャ

の二様になるものは外にないQジャボソとザボン，ガラサとガラシヤのなどは

これとは性質が違う。ジャポンはポルトガル語にzamboa，　jamboaという

二藷形があるのでそのことを考えねばならず，注27同一のzaがザ，ジa．の両

様になったと断定することはできないであろう。ガラサはポルトガル語である

が，ガラシヤはオラティオをオラショというような当時宗教用語によくあつた

ラテン語のポルトガル読みであったと考えられる。あるいはポルトガル語

gra鈴に当るスペイン語graciaであったかも知れない。　それゆえこれらを

シャボンと同一に扱ってはならない。sa一でなくス、ソの場合も考えると，こ

れはあまり多くないが，スペリnル，ススタンシヤ，ウソスソ（？）などでも

sであって謹ではない。このほかにサ行音でポルトガル藷のsが国語で9に

なっている例を求めると，setimのシチソ，セテソ，それにサテンがある。

veludoがビロウドになるのにならえばsetimはシチンになろうし，　Evan－

gelhoのエワンゼリヨにならえぽセテソともなろう（セテソはあるいはオラン

ダ語か）が，セもシも当時の瞬本語は蓉で始まるので，　Sにはなり得なかっ

たと晃てよい。シュチンは問題であるが，これはジバン，ジェバンの例もあり，

seが直接9uに変ったのではなくそこに首i→誕という過程があったもので

あろう。従ってシセはサスソと同列に論ずるわけセこはいかない。またサテンは

明らかにオランダ語であろうが，もしポルトガル語としてもこれはサとなって

いてシャとはならない。シ（ユ）チンはポルトガル語でなく中国語であるという
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入もあるが，もしポルトガル語であるとしてみても上述の通りである。注28

　このように見てくるとsabEoがサボソになったとみるetこは例外的な点が

存し，ましてシャボンになったとみようとするとぎは，更に珍しい例外としな

ければならないであろう。

　スペイン語であるとする場合には，一般にスペイン語からH本諦こはいった

ことがはっきりしているのはメリヤスー語だといわれているのであるから，ポ

ルトガル語だとしたときのように外に比べるべきものがないわけであるが，フ

ランス語にはいった当時のドン・キホーテが，9であったのは，示唆するとこ

ろが大きいように思われる。

5　結　び

　以上のように，用例を見るとサボンの例も古いがシャボンの語形は更に古く

またその点からスペイン語でないともポルトガル語でないとも断定できないよ

うである　（倶し，交渉の古い点からいえばポルトガル語の方に分があろう）。

その音からみるならば，ボンに当る方はポルトガル語であるとすると，ポルト

ガル藷的でないあるいは例外的な点があるのに対し，スペイン語であると考え

るには問題がない。その頭音シャはスペイン語のに近かったといえよう◎冒し

サボソのサは開かにポルトガル語のに近い。それゆえシャボンについては，前

田氏の指摘されたような点からスペイン語でないとすることはできないばかり

でなく，むしろ音としてはスペイン語にきわめて近かったことになる。スペイ

ン語の可能性は従来考えられていたよりもはるかに大きいということができよ

う。少くともシャボンに関してはポルトガル語よりもxペイン語の方が全体の

形として近かったといえよう。あるいはシャボンの語源にはその一一方だけでな

く，スペイン・ポルトガル両言語が関係していたと考えると，しても，音の面か

らはスペイン藷の方が主流のものであったと結論してもよいと思われるほどよ

く似ている，といえようQ

　従来スペイン語であると考えられてきた語にメリヤスがある。前田太郎氏は

スペイン語であるといわれ，山環孝雄氏はポルトガル語であるといわれる。こ

れについての永見徳太郎氏の「長崎の古老はめりやすといふよりもめいやすと
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いふ人が今臼でも多い」（南蛮長崎草）のことばを受けて荒川昇兵衛氏はメリヤ

スはスペイン語でメイヤスはポルトガル語であるといわれる。注29ボソのとこ

ろを無視してこの論理を適用するとすれば，シャボンはスペイン語であリサボ

ソはポルトガル語であるということになろうか（ボンを無視しなけれぽサボソ

はそれだけポルトガル語から遠ざかるとみなけれぽなるまい）。長崎の人顛川如

見はその「華夷通商考」にサボンの語形をしるし，古賀十二郎氏の長崎方言集

にもサボソとあるところをみると，そういう点でもメリヤス・メイヤスと（偶

然かも知れないが）似ているところがあるといえないこともないようである。

もしシャボンがスペイン語からそのままはいったのだとすると，サボンはそれ

がポルトガル語の影響を受けてまたはその他の理由で形を変えたものか，ある

いはポル5ガル口器がシャボンの影響を受けまたはその他の理由で形を変えた

ものか，あるいは何かの理由でポルトガル語形がそのような：形ではいったもの

かのいずれかであろう。

　ξ付記〕シャボテン，サボテン’の語源をシャボン。サボソに関連させる説がある。た

　だし他の説もあり，聡しいものでは海南島語説（荒川惣兵衛，外来語辞典，アテネ文

　摩），スペイン語説（円餅）などがある。もしシャボン十手（たとえば広辞苑）だと

　してもそれならば窺本語中に既にシャボンの語形が成立していたはずであるから，そ

　のことがシャボンの語源に影響を及ぼすことはなかろう。

　注　1．　「日本外来語辞典」シャボンの項。前田太郎「外来語の研究」140べ。新村出

　　「外来語の話」183ぺ。

　　2．　ウイルキソソソの辞典にsabunは（cf，　Ar．　sabun，　Port．　sab蕊◎，　Fr．　sa一

　　　von）とあり，アラビア語の影響も考えられる。

　　3。　新村嵩「外来語の詣」183ぺ，荒｝il惣兵衛「外来語学序説」58ぺ，楳置引「臼本

　　　外来議の研究」263ぺ，重久篤太郎「預洋語と国語」（国語科学講座）14ぺ。

　　4．　小倉進平「国語及朝鮮語のために」297ぺ，金限一京助r扇譜学入門」153ぺ，

　　　小林好臼「魑語学遜論」233ぺ，岩淵悦太郎「国語概i説」105ぺ，平出輝男「国語

　　　通論」171ぺ，松村明「繭語概説」98ぺ。

5
6
7
。
8
9
0

　
　
　
　
　
王

「南蛮宗俗考」225ぺ。

居｝文学大柵戸。

同一人が両形を顯いている。

辻善之助「増訂海外交通史話」723ぺ。

岡上。

O．　Bloch　et　W．　von　Wartburg：　Dictionnaire　6tymologique　de　la　langue

　　　　　　　　　　　　　285



　　frangaise．　Paris．　1950．

11．E．　Bourciez：E16meats　de瓶guisti卿e　romane．　Paris　1946，403ぺ，　W．　J．

　　Entwistle：　The　Spanish　language　together　with　Portuguese，　Catalan　and

　　Basque．　London　1948，301ぺ。

12．　Entwistle織上書，502ぺ。

13．　Rafael　Lapesa：　llistoria　de　ia　lengua　espafiola　il．？’i’i’f　3　WZ，　Madrid　1955，

　　105ぺ。

14．　日本関係のではたとえばセバスチアン。ビスカイーノの金銀島探険報告9章に

　　註pedir　licencia　y　repuesta　de　la　embaxada　a王Principeとあるのに，セビ

　　ーリャ市インド文書館文書16王2年のに…yembajados　a1　Emperador…とある。

15．　Amado　Alonso：　Estudios　lingbisticos．　Temas　hispanoamerieanos　Mad－

　　rid　1953，　41ぺe

16．　Bourciez前掲書405ぺ。

17．Amado　Alonso箭掲欝41ぺ。

18。　Bourciez前掲書405ぺ。

19．　R．　Menendez　Pidal：　Manuai　de　gramatica　hist6rica　espafiola．　Madid　19

　　52（9版），119ぺ。

ロ
　
　

　
　
　

ロ
　
　

　
　
　
　
　
　

コ
　
　
の

0
1
2
3
4
5
6

2
2
2
2
2
2
2

　　井鎮夫氏執筆）ではカモーソイス弓sabδe＄は漸村式ならサボエンス

　　ボーンイス。

　　は現代ブラジル語蛮圃様Sであった昏

27．　oaは20とは異なる音である。

28．　原語では語中や音餓末のsが，　3で述べたように語頭のと少し違うものであ

　　ったらしいから，それらについて比較しなかった。しかしそれを金めても結論は

　　同じである。インポ，カステラ，フラスコ，ユゲレス，イスパダの」：うに9にな

　　らない。イシキリバソ，キリシタンは（ドチジイナ1こ鍔じく）鐸音iのそう入に．

　　よるためと考えたい。

29．　荒Jll惣兵衛r外来語学序説．］313ぺ。

Rafae1　Lapesa：1）fi掲誉241ぺ。

大va本史料，異i蟹叢磐などによる。なお1三｛顛辞鶉二でもシにXを」唄いる。

r沙」の中田音の頭子音は§の類である（頼惟勤氏のご教示｝こよる）r．

増訂異圏臼寵抄。，113ぺ。

「灰」の中国音の頭子星はzまたはfの類である（絶域勤氏のご教示による）。

たとえば人名∫uanに「羨」をあてたものなど。

Cam6esは瓢村出「南蛮船」ではカモエソス，「世界交学講座南欧女学謙｝」（笠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，笠井式サ

　　　　　　語尾の一sは現代のリスボンの発音では蓉であるが，　17世紀以前
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